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93　　　　 高プ ロ ラ ク チ ン 状 態 に お け る排 卵障

害の 機序 の 検討

94 GONADOTROPIN に対す る POOR

RESPONDER に お け る成長 ホ ル モ ン 投与 の 有

効性

徳 島大
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一

郎，

井川 　洋 ，安井敏 之 ，三 宅敏
一

，東 敬 次郎 ，

苛 原　稔，青 野敏博

済生 会下 関総合病 院

高崎彰久 ， 蔵 本武志 ，平 塚圭 祐 ， 森 岡　均

【目的】高プ ロ ラ ク チ ン （PRL ）状 態 に お け る無

排 卵症 の 病態 と して
，

estrogen の LH に 対 す る ポ

ジ テ ィ ブ フ ィ
ードバ

ッ ク 機序 の 障害 の 意義 を検討

した 。 【方法 】血 中PRL 濃度が 46〜90　ng ／ml で

あ る 高 PRL 血性 排 卵障害 患者 4 例 お よ び正 PRL

性視床下部性排卵障 害患者 3 例を対象 と した 。 こ

れ ら に 対 し非治 療期 間 に LH の 律動的分泌 ，プ レ

マ リ ン 負荷試 験，LHRH 負荷 試験 を 行 っ た 後，消

褪 出血 の 5 日 目か ら自動注入 ポ ン プを用 い て 連 日

GnRH 律動的注射 （一回 量 ヒ ポ ク ラ イ ン
  20μ g ，

120分間隔）を行 っ た。卵胞 の 発育状 態 は超音 波 断

層検査 に よ りモ ニ タ
ー

し， 同時 に 各種ホ ル モ ン を 測

定 し た 。 GnRH 律動 的投 与 に よ り 卵 胞 の 発育 が 認

め られ て も hCG を投与 せ ず に GnRH の投与を 続け排

卵 を待機 し，卵 胞成熟 後 10 日 間 以 上 経 過 観 察し た。

卵胞 発育 を認 め るも排卵が起 こ らな い 場合 は次周期

に，平均卵胞径 が 20  に 達 し塒 点で hCG5000

単位 を投 与 し排卵 を誘 発 し た 。 　【成績 】非治療時

の 検 査 で は ， 全 例 LH の 律動的分泌 を認 めず ，高

PRL 血症 患者 で は プ レ マ リン 負荷 試 験 に お い て も

LH の 反跳性上 昇 を認 め な か っ た 。 高 PRL 血症 患

者で は GnRH の 律動 的投 与 に よ り全 例 に 卵 胞の成

熟 を認 め た （血 中 E ・
： 352〜1098pg ／mD に もかか

わ らず ，
4 例 中 3 例 （75％ ） に は 排 卵 が 起 こ ら な

か っ た。 しか し こ の 3 例 は ，次周期に 卵 胞成熟後

hCG の 投 与 に よ りす べ て 排卵 した 。

一
方 ，

正 PRL

性視 床下部性排 卵 障害患者で は 3例とも hCG を 投

与せ ず に 排卵 に 至 っ た 。 【結 論 】高 PRL 状態で は

視床下部 か ら の GnRH の 律動的 分泌 の 障害 だ けで

な くLH に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ フ ィ
ー

ド バ
ッ ク機構

も障害 され て い る こ とを GnRH の 律動 的投 与 に よ

り 証 明 した。

〔目的 〕 gonadotr ・ pin （Gn ）に 対す る poor 　 res −

ponder に お け る成長ホ ル モ ン （GH ）の 関与 ，及 び GH

投与 の 有 効性 に つ き検討 し た ．

〔方法 〕  正常 排卵群 7 例 （C ），gQod 　 responder

群 （HMG の 総投与量が 15001U 未満 ） 5 例 （G ），

poor　responder 群 （HMG の 総投与：量が 1500正U 以 上）

9 例 （P ）に 対 し ， cl ・ nidine 負荷 試験を行 っ た ．   同

一
症 例 に対し ， clonidine 負荷試験 ， 及 び成長 ホ ル モ

ン 放 出 因子 （GRF ）負 荷試 験 を行 い ， 反 応性 の 違 い

を 検討 し た ．  P 群 の 中で 同意 の 得 られ た IVF −

ET 症例 5 例 に対 し ， 月経周期 の 3 日 目 （M3 ）よ り

HMG 投 与 を 開始 す る と 共 に ，（｝H41U を M3 ，5，7，

9 に そ れ ぞ れ 皮 下 注 し た ．

〔成績 〕  3 群間で 血 中GH ，　LH ，　 FSH ，及び

Pr 。 lactin の 基礎値に差は 認 め られなか っ た ．
　 C群で

は ，cl ・ nidine 投与後60 分 よ り血 中 （｝H 値は 上 昇 を

始 め ，90 分後 に ピー
ク （16．8± 4：4　n　g／m 　1）に達 し

た 。G 群 で は ，　 C 群 と ほ ぼ 同様 の 変化を示 し た ．

こ れ に 対 し ，P 群 で は ， 血 中GH 値の 上昇 は 認 め

ら れ ず ，90 分値 も 3．3± 0．9n 蜘 1 と低 値 を示 し

た 。   GRF 負荷試験で は ，　 cl ・ nidi 皿 e 負 荷試 験 と

同様に P 群 で は 血 中 GH 値の 上昇 は 認 め られな か

っ た．  GH 投 与 周期 の 血 中 E2 値は ，　 M12 で

152 ．6± 5．4pg ／fml／folllcle とGH 非投与周期 の

82 ．0± 17．7　p　g／rm1／f 。 llicle に比 べ 有意 に 高 値 を

示 し ， HMG の 総投与 量 も減少 し た ． ま た ，5 例中

3 例は ，GH 非投 与周 期 に は ，卵 を採取で き な か

っ た が ，GH 投与周 期に は 3 例 と も卵 を 採取 で き，

そ の うち 1 例 に 受精及 び 卵 割 を認 め た 。

〔結論 〕Gn に対す る卵巣 の 反応性 に GH が 関与 して い

る 事 ，及 び Gn に 対 す る p 。 or 　 responder に 対 し ，

GH 投与 が有効で あ る 可 能性 が示 唆 さ れ た ．
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